（別添２）
平成２８年度
「盲ろう者向け通訳・介助員養成講習会指導者養成研修会」
申し込み方法・諸注意

１．受講にあたっての留意点
　本研修会は、「盲ろう者向け通訳・介助員養成講習会」の「標準カリキュラム」の各科目（講義・実習）において、実際に講師を勤めることのできる人材養成を目的としています。本年度の研修会では、別添３で示したカリキュラムの通り、標準カリキュラムのうち、以下の６科目を重点的に取り上げます。

◆ 本年度の研修カリキュラムにおける重点６科目 ◆
「盲ろう者概論」　「盲ろう擬似体験」　「視覚・聴覚障害の理解」
「通訳・介助員の心構えと倫理」　「盲ろう通訳技術の基本」
「盲ろう者の日常生活とニーズ」

　受講決定者には、受講決定時に、本研修会受講に際して、次のような課題をお願いする予定です。

①受講決定時点で、上記６科目のうち、１科目を「模擬講義演習」の課題として、受講者に割り振ります。受講者は、その科目を担当する講師として、本研修会までに、実際に講義を行うものと想定して、事前の準備をお願いします。講義の流れ（時間配分）、講義内容、配布（もしくはプレゼンテーション）資料の準備を含みます。

②本研修会当日の「模擬講義演習１」では、同じ科目を割り当てられた受講者を一つのグループ（概ね５人程度）として、それぞれのグループで、事前に準備してきた内容を基に、講義の組み立て、講義内容について話し合っていただきます。（５グループ程度を想定しています。）

③「模擬講義演習２」では、各グループの代表者（１名ないし２名）を選出していただき、講義の実践を行ってもらいます。（１グループあたり、概ね２０分～２５分程度の講義時間を想定しています。）
※受講決定者には、本研修会のテキストとして『盲ろう者向け通訳・介助員養成講習会指導者のための手引書』を送付します。

２．申し込み方法
　地域において盲ろう者向け通訳・介助員養成講習会の指導に携わっている者、及び近い将来、指導に携わる見込みの者であって受講を希望する者は、下記の書類に必要事項をご記入いただき、当協会まで郵送・ＦＡＸ・Ｅメール、いずれかの方法でお申し込みください。



【非盲ろう者】
・別紙１「平成２８年度盲ろう者向け通訳・介助員養成講習会指導者養成研修会受講申込書」（３枚組）
・別紙３「志望動機記入書」
・別紙４「推薦書」＜都道府県（指定都市・中核市）障害保健福祉主管課長からのもの＞


【盲ろう者】
・別紙２「平成２８年度盲ろう者向け通訳・介助員養成講習会指導者養成研修会受講申込書（盲ろう者用）」（３枚組）
・別紙３「志望動機記入書」
[bookmark: _GoBack]・別紙４「推薦書」＜都道府県（指定都市・中核市）障害保健福祉主管課長からのもの＞


（お申し込み先）
〒１６２-００４２
東京都新宿区早稲田町６７番地　早稲田クローバービル３階
社会福祉法人　全国盲ろう者協会（担当：小林）
電話 ０３-５２８７-１１４０　　ＦＡＸ ０３-５２８７-１１４１
Ｅメール info@jdba.or.jp

３．受講決定の可否
　申し込み順に受け付けますが、本研修会は全国各地より幅広く募集を行う関係上、定員を超えた場合、地域的な偏り等を考慮し、当協会で調整させていただくこともございますので、予めご了承ください。
　平成２８年９月中旬頃までに、受講申込者の皆様に受講決定の可否を通知いたします。その際、受講いただける方には振込用紙を同封いたしますので、受講料等を郵便局にてお振込みください。振込みの確認をもって、正式な受講申し込みとさせていただきます。
　なお、別途領収書が必要な方は、予め申込書にご記入ください。

４．申込書ご記入にあたって
　申込書の各項目は必ずご記入ください。定員を超えた場合の受講決定、また、研修当日の実習等におけるグループ分け等の参考にさせていただきます。

５．盲ろう受講者について
　研修会受講の際、通訳・介助に伴う経費（通訳・介助謝金、交通費、宿泊費等）について、地元で何らかの補助が得られる場合は、できるだけその補助を受けてご参加ください。
　補助を受けることが困難な場合は、当協会までご相談ください。　　　　　以上
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